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-
巻
頭
言
・
懐
か
し
の
旧
制
中
学
の
先
生
が
た
私
は
、
大
正
十
三
年
、
愛
媛
県
立
今
治
中
学
校
(
現
、
今
治
西
高
)
に
入
学
し
た
。
地
理
を
村
上
知
治
先
生
、
日
本
歴
史
を
玉
田
栄
二
郎
先
生
に
お
習
い
し
た
。
当
時
、
今
中
に
は
、
チ
ン
・
リ
ン
・
ド
ン
と
称
さ
れ
る
名
物
教
師
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
チ
ン
は
国
漢
の
羽
藤
哲
次
郎
先
生
の
、
リ
ン
は
村
上
先
生
の
、
ド
ン
は
王
国
先
生
の
あ
だ
な
で
あ
っ
た
。
入
学
当
初
の
一
年
生
は
、
あ
だ
名
と
本
名
と
の
区
別
が
付
か
な
く
て
、
教
員
室
に
、
ネ
ギ
先
生
と
、
あ
だ
名
で
お
訪
ね
し
た
笑
い
話
が
、
交
わ
さ
れ
た
も
の
だ
。
王
国
先
生
は
、
考
古
学
的
な
指
導
を
さ
れ
た
、
郷
土
史
に
熱
心
な
か
た
だ
っ
た
。
羽
藤
先
生
は
、
五
年
の
漢
文
を
教
え
ら
れ
た
が
、
一
字
一
句
を
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
、
注
釈
の
粋
を
極
め
ら
れ
た
か
た
だ
っ
た
。
だ
れ
か
上
級
生
が
、
ど
う
し
て
、
そ
う
い
う
授
業
を
さ
れ
る
の
で
す
か
と
お
聞
き
し
た
ら
、
こ
う
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
答
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
旧
注
に
よ
ら
れ
た
正
確
無
比
な
授
業
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
お
二
人
に
も
ま
し
て
、
私
に
と
っ
て
有
り
郷
い
か
た
は、
村
上
先
生
だ
っ
た
。
白
ハ
]
石
大
一
年
生
の
地
理
の
試
験
に
、
「瀬
戸
内
海
に
製
晦
業
が
発
達
し
て
い
る
理
由
」
と
い
う
問
題
が
出
た
。
私
が
、
「
気
候
が
い
い
。
」
「天
気
が
い
い
。」
と
い
う
理
由
を
ぬ
げ
た
の
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
「気
候
」
と
「天
気
」
と
の
区
別
を
は
っ
き
り
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
五
年
生
の
地
迎
通
論
の
試
験
に
、
植
民
地
に
つ
い
て
解
答
を
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
と
お
り
の
問
題
が
、
受
験
し
た
旧
制
第
一
高
等
学
校
の
地
担
の
第
二
間
に
出
て
い
た
の
に
は
篤
い
た
。
見
識
の
あ
る
先
生
だ
っ
た
。
先
生
は
、
早
稲
田
大
学
高
等
師
範
部
廃
史
地
理
科
の
明
治
三
十
八
年
の
御
卒
業
で、
以
後
ず
っ
と
今
中
で
教
え
ら
れ
た
。
大
正
十
四
年
母
校
が
、
少
年
の
放
火
で
焼
失
し
た
後
、
復
興
の
際
に
は
、
映
写
室
な
ど
を
設
け
ら
れ
た
。
早
稲
田
大
学
出
身
の
先
生
が
た
に
は
、
二
年
生
の
時
ち
ょ
っ
と
お
習
い
し
た
英
語
の
小
河
内
泰
二
先
生
(大
正
十
二
文
学
部
)
、
三
年
の
時
の
英
語
の
村
井
毅
先
生
(大
正
十
四
高
附
部
)
、
三
年
、
五
年
と
お
習
い
し
た
国
慌
の
寺
尾
和
章
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
寺
尾
先
生
は
、
独
特
の
持
ち
味
の
か
た
で
、
川
悦
学
者
の
父
君
が
お
付
け
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
た
名
前
の
読
み
方
を
教
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
私
た
ち
は
ワ
ヒ
ツ
(
ワ
イ
ツ
I 
?
)
と
言
い
習
わ
し
て
い
た
。
佐
々
木
八
郎
先
生
の
同
級
生
で
、
先
生
に
お
話
し
し
た
ら
、
掌
は
律
だ
よ
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
ど
う
読
む
の
か
。
筆
の
撃
と
も
考
え
ら
れ
る
。
校
友
会
の
矢
谷
憲
一
氏
の
調
べ
て
く
だ
さ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
校
友
の
個
人
カ
l
ド
に
、
マ
サ
ノ
ブ
と
振
り
仮
名
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
五
年
の
時
提
出
し
た
作
文
を
、
応
募
投
稿
文
と
し
て
出
す
よ
う
に
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
当
時
昭
和
三
、
四
年
ご
ろ
の
世
相
を
論
じ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
事
実
の
誤
り
に
手
が
入
っ
て
い
た
。
昭
和
十
二
年
か
ら
勤
め
た
東
京
府
立
第
三
中
学
校
で
は
、
伝
田
治
朗
先
生
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
高
師
部
困
撲
の
御
出
身
で
、
明
治
四
十
三
年
以
来
お
勤
め
の
先
生
に
は
、
黒
木
勘
蔵
氏
、
同
じ
く
三
中
勤
務
の
北
怜
士
口
・
白
石
実
三
・
矢
口
達
氏
ら
、
早
大
出
身
の
か
た
め
逸
話
を
伺
つ
J
J
』。
-2-
当
時
は
、
早
大
の
中
等
教
育
界
で
の
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
か
。
今
や、
早
大
の
中
等
高
等
教
育
界
で
の
重
み
は
大
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
再
興
に
苦
労
さ
れ
た
佐
々
木
八
郎
・
川
副
囲
碁
一両
先
生
の
霊
に
い
き
さ
か
で
も
お
力
添
、
え
に
努
め
る
こ
と
を
お
誓
い
し
た
い
。
